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在
の
ഴ
჏
૽
ତ
は
新
冠
小
１
１
６
名
、
朝
日

小
が
　
名
と
ौ
年
度
よ
り
ഴ
჏
૽
ତ
が
௩
え

５ː

た
中
で
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
末
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
務

所
を
町
民
セ
ン
タ
ー
事
務
所
に
移
し
て
一
元

管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｎ
Ｉ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ

（
に

い
か
っ
ぷ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
や
郷
土
資
料
館

と
の
連
携
を
充
実
さ
せ
、
よ
り
教
育
効
果
の

高
い
事
業
を
展
開
で
き
る
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

社
会
体
育
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

　
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
事
業
、
初
日
の
６
月
１

日
に
は
、　

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
例
年
継

７０

続
実
施
し
て
き
た
こ
と
が
町
内
に
浸
透
し
て

い
る
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
９
日
に
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
の
協
力
の
も
と
、
清
掃
活
動
等
を
実
施
し

た
後
、
町
民
憩
い
の
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
し
、
総
合
型
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
Ｎ
Ｉ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
開
町
１
３
０

年

記

念

植

樹

祭

と
合

同

開

催

と

し
て
、
日
本

ハ
ム
野

球

教

室

を
実

施
し
、
約
　３０

名

の
児

童

が
体

験

し

た

と

こ
ろ

で
す
。

郷
土
資
料
館
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

　
探
検
環
境
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
５
月
　
日
２９

「
水
田
学
習
・
田
植
え
体
験
」
を
探
検
ク
ラ
ブ

会

員
　

名

１５

が
、
美
宇
に

お

い

て
実

施

す

る

と

と
も
に
、
５

月
末
に
は
、

日

胆

博

物

館

協

議

会

の
研

修

会

を
行
い
、
新

冠

の
情

報

を
発

信

し

た

と

こ

ろ

で
す
。

図
書
プ
ラ
ザ
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

　
４
月
　
日
か
ら
の
子
ど
も
の
読
書
週
間
に

２３

お
き
ま
し
て
、
児
童
書
を
集
め
た
特
別
展
示

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
図
書
に
関
連
し
た
「
こ
ど

も
映
画
上
映
会
」
な
ど
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付

金
」
を
活
用
し
た
学
校
図
書
室
の
蔵
書
の
充
実

を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の
読
書
環
境
の
整
備

事
業
に
対
す
る
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
図

書
プ
ラ
ザ
と
小
中
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

様
々
な
教
育
課
題
に
つ
い
て
　

　
学
校
教
育
で
は
、
本
年
の
卒
業
式
、
入
学
式

や
教
職
員
の
辞
令
交
付
式
に
お
い
て
国
旗
掲

揚
・
国
歌
斉
唱
は
、
適
切
に
実
施
さ
れ
た
こ
と

や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
働
体
制
づ
く
り
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
社
会
教
育
委
員

に
つ
い
て
、
５
月
、
社
会
教
育
委
員
協
議
会
の

総
会
に
お
い
て
、
委
員
長
と
し
て
高
江
在
住

の
高
畑
信
子
氏
が
選
任
さ
れ
、
新
し
い
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
で
の
年
度
当
初

で
の
取
組
に
つ
い
て
申
し
上
げ
、
教
育
行
政

報
告
と
し
ま
す
。

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担
率

2
分
の
1
へ
の
復
元
、
「　
人
以
下
学
級
」
の

30

実
現
を
め
ざ
す
教
職
員
定
数
改
善
、
就
学
保

障
充
実
な
ど
2
0
1
2
年
度
国
家
予
算
編
成

に
お
け
る
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
に
向
け
た
意

見
書

●
北
海
道
地
域
最
低
賃
金
の
大
幅
な
改
善
を

求
め
る
意
見
書

　
以
上
の
意
見
書
案
の
採
択
、
原
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

　各委員会の構成
　　議会で処理すべき分野は広いため、それぞれ分野ごとに委員会を設置し、委員会で専門的に審査します。

　○総務産業常任委員会

　○社会文教常任委員会

　○議会運営委員会

　○議会広報特別委員会　

意

見

意

見

書書

委　　　　　　　　員副委員長委員長
堤　俊昭、伹野　裕之、寺田　孝男秋山　三津男竹中　進一

委　　　　　　　　員副委員長委員長
我妻　勇治、鳴海　修司、中川　信幸、武田　修一山田　祐三椎名　徳次

委　　　　　　　　員副委員長委員長
竹中　進一、椎名　徳次、我妻　勇治、寺田　孝男中川　信幸武田　修一

委　　　　　　　　員副委員長委員長
竹中　進一、椎名　徳次、秋山　三津男伹野　裕之堤　俊昭
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　現在ご使用の保険証の有効期限が平成23年7月31日をもって満了とな

るため、8月以降は使用できなくなります。

　 7月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、お

持ちの保険証を破棄し、新しいものをご使用ください。

　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成23年7月31日をもって満了

となるため、8月以降は使用できなくなります。

　該当となる方には、7月中に新しい減額認定証を交付しますので、8月

からはそちらをご使用ください。

　また、交付対象者でお手元に減額認定証がない方は、役場保健福祉課保

健福祉グループへ申請してください。

　※有効期間が保険証と異なりますのでご注意ください

後期高齢者医療制度のお知らせ
～　保険証 （被保険者証）の一斉更新について　～

算新しい保険証に変わります

算減額認定証 （限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります

問 い合 わ せ先

　　新冠町役場

　　保健福祉課　保健福祉グループ

　　緯47・2113（直通）

　北海道後期高齢者医療広域連合

　  〒060-0062　札幌市中央区南2条西14丁目　国保会館6階

　緯011・290・5601

◆新しい保険証の有効期限は、平成25年7月31日までです。

◆紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、役場保健　

　福祉課保健福祉グループまでお申し出ください。

◆今回から、うら面に臓器提供に関する意思表示欄があります。

☆保険証の色は変わりません （黄色です）

減額認定証の色も変わりません （オレンジ色です）


